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一
、
令
和
七
年
三
月
十
六
日
㈰
　
午
前
十
時
よ
り

　
　
一
、
塔
婆
回
向
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
法
要
当
日
ま
で
に
塔
婆
を
準
備
す
る
関
係
上
別
途
用
紙
に

　
　
　
　
ご
記
入
の
上
、
三
月
十
一
日
㈫
ま
で
に
本
誓
寺
必
着
の
程
、

　
　
　
　
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
一
、
御
精
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
法
要
当
日
、
塔
婆
と
引
替
え
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
※
本
誓
寺
護
寺
の
た
め
に
維
持
費
の
お
支
払
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
※
墓
地
管
理
費
も
集
金
致
し
ま
す
。

春彼岸の由来

春のお彼岸は、春分の日を中日とした前後３日間の計７日間をいいます。

『彼岸』とは、此岸（しがん）迷いの世界に対する「悟りの世界」のこと。

このことから、私たちの生きる世界(此岸)に対し、極楽浄土を

目指していることもあります。

経典には、極楽浄土ははるか西の彼方（かなた）にあると示されています。

そのため、夕日が真西に沈む春の日、秋の日こそが極楽往生の願いを確か

なものにする日として最も適している、このように考えられたことに基づいた行

事が「お彼岸」なのです。

ともすれば、私たちは、極楽往生が叶う不安に思ったり、

亡くなった方に対する想いを忘れている時もあるでしょう。

そんな、私たちにとってお彼岸とは自身の極楽浄土への往生を

願うとともに、亡き方へ真心を捧げることのできる大切な機会です。

あなた自身の、そしてすべての人の極楽往生を願い、

また、先立った方々への回向のため、共に念仏を唱えましょう。

〒516-0015 伊勢市久世戸町９６

本 誓 寺
電話 0596-28-6905

携帯 090-7617-1466

拝
啓春

寒
の
候
、
檀
信
徒
の
皆
様
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
事
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
本
誓
寺
春
季
彼
岸
施
餓
鬼
会
大
法
要
を
左
記
の
通
り
厳
修
い
た
し
ま
す
。

有
縁
の
皆
様
に
真
心
を
こ
め
て
過
去
現
在
に
受
け
た
御
恩
に
対
し
て
報
恩
感
謝
さ
れ
、

本
誓
寺
春
季
彼
岸
法
要
に
是
非
ご
参
詣
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

３月１6日㈰ 春季彼岸会 午前10時

5月18日㈰ 花祭り・永代経 午前９時

8月11日㈪ 盆施餓鬼会 午前１０時

8月15日㈮ 精霊送り 午後６時

9月21日㈰ 秋季彼岸会 午前１０時

12月14日㈰ 成道会･五重作礼併修 午前９時
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昨
年
十
二
月
十
四
日
㈰
に
、
第
二
十

七
世
『
西
山
霊
音
』
の
得
度
式
並
び
に
成

道
会
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

寒
い
中
、
皆
様
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

僧
侶
と
し
て
の
第
一
歩
の
儀
を
滞
り
な

く
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

息
子
は
ま
だ
中
学
生
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
将
来
こ
の
道
を
歩
み
、
跡
を
継
い
で

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
暖

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
月
二
日
㈰
に
予
定
を
し
て

お
り
ま
し
た
浄
焚
式
は
、
雨
天
の

た
め
、
二
月
八
日
㈯
に
延
期
し
、
本

誓
寺
で
の
最
初
の
行
事
あ
る
浄
焚

式
を
無
事
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

人
形
、
塔
婆
、
位
牌
、
お
等
を
供

養
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大

切
な
も
の
供
養
す
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

来
年
も
同
様
に
二
月
の
開
催
予

定
を
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
七
年
一
月
二
十
九
日
㈬
、

浄
土
宗
伊
勢
教
区
青
年
会
は
、『
世
界
平

和
』と『
災
害
に
遭
わ
れ
た
人
々
への
祈
り
』

を
込
め
た
托
鉢
行
を
行
い
ま
し
た
。

本
誓
寺
を
拠
点
に
、
久
世
戸
町
、
勢
田
町
、

古
市
町
を
回
り
、
約
二
時
間
続
く
托
鉢
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

事
前
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し

た
檀
信
徒
様
の
ご
自
宅
前
で
托
鉢
を
行
い
、

多
く
の
方
々
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
で
は
、
僧
侶
が
ご
自
宅
前
で
托
鉢
を
す

る
姿
を
目
に
す
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
光
景
は
、
地
域
の
皆
様
に
と
っ

て
は
大
変
新
鮮
で
、
珍
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
托
鉢
行
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
檀
信
徒
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

浄
土
宗
伊
勢
教
区
青
年
会

托
鉢
行

成
道
会

五
重
作
礼

得
度
式

浄
焚
式
厳
修


	春彼岸2025

